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久保正敏

国立民族学博物館 ・第五研究部

要旨

　1965年から1989年 までの間に発表されたニューミュー一ジク系の曲300余 を対象に、歌詞 をデータ入力

するとともに、歌詞から曲を分類する項目を設定し、それに基づいた値のデータベースを作成した。そ

の概略的な分析結果を報告する。25年 間を5年 毎の5つ の期間に区切って、分類項目値の変化を見ると、

以下のようないくつかの特徴を指摘できる。

　　●1960年代には見られた 「若者モノ」は1975年以降減少 している。

　　●代わって 「恋愛モノ」が台頭 し、最近では9割 近くを占める。

　　●これに呼応して、歌詞に友人や肉親など恋愛対象以外の人物が登場する曲は急減する。

　　●歌詞の時間的方向性を見ると、第1期 は未来指向、第2,3、4期 は過去指向、第5期 は再び未

　　　来指向が優勢となる。

　こうした変化 と、経済 ・社会的変化、世相 ・風俗、ミュ0ジ シャンの世代や相互の影響、海外の洋楽

からの影響、と言った諸現象との相関にっいての詳しい分析は、今後の課題 としたい。

Scenery of Love Affairs Sung in Japanese "New-Music"

Masatoshi KUBO

    National Museum of Ethnology 

Senri Expo Park, Suita, Osaka, 565 JAPAN

                        ABSTRACT 

   This paper reports a  preliminary analysis of the text of Japanese songs categorized as "New-Music", made 

during 1965 and 1989. From a unique analytical viewpoint, several attributes of each song are evaluated, and 

organized as a personal-computer-based database. By analyzing this database, the  following several changes 

of songs during the period can be pointed out: 
  *The number of songs dealing with love affairs increses with the years; 

 *In the periods of 1965-1969 and 1985-1989 , the future-oriented songs are dominant over past-oriented 

   ones, which may  reflect the change of Japanese economic conditions.
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1.は じめに

　以前、筆者は歌謡 曲を旅の観点から分析 したがD、 フォークソングやニュー ミュー ジ ックなど若年齢

層に愛好 され る歌の分析をオ ミッ トしていた。今回、これ らの歌の分析を試み るために、ヒッ ト曲全集

から、1965年 か ら1989年 の問に発表 された302曲 を選び、OCR(光 学 文字読み取 り機〉で歌詞を読み

とってパ ソコンに入力するとともに、タイプ分けのために設定 したい くっかの分類項の値を各曲に与え

てデー タベースを作成 した。 これに基づいた本格的な分析は これからであるが、本稿では分析 の視点を

つかむための概略を紹介 したい。

　 ソースと した曲集 は ドレミ楽譜出版社 『ニ ュー ミュ0ジ ック　 ベス ト222』 及 び全音楽譜 出版社 『フ

ォー ク&ニ ュー ミュージ ック決定版』である。 もちろん、ここで取 り上げ られた曲が ヒッ ト曲だとす る

根拠は確たるものではないが、基本集合と考 えることにする。また、1975年 頃 か ら登場 した 「ニ ュー ミ

ュージック」とい う呼び方は、1980年 代 中頃か らはポップス系と区別 しに くくなっているが2)、 本稿で

参照 した曲集 に従い、 ロックやポ ップスも含 めたものと考えてお く。ただ し、曲集には、選者の嗜好 に

よるためか、最近の ロックに見 られるような社会派的な曲はあま り含まれていないよ うである。今後は、

悉皆的なデー タ収集 を行 う必要があると考えている。ちなみに、 『オ リコン年鑑』では、日本製の ヒッ

ト曲を、フォー ク&ロ ック、ポップス、演歌の3種 に分類 してお り、シンガー ・ソングライター 系の も

のをフォーク&ロ ック、作詞家 ・作曲家 ・歌手の分業によるものをポ ップスと一応見な しているが、結

局のところは、発売元の分類に従っているとの ことである。

2.歌 詞 に よる分類

　データベース化のために設定 した分類項は、歌詞の話者 、1人 称代名詞、2人 称代名詞、その他の登

場人物 、歌詞 内の英単語数 、モチーフ、恋愛フェーズ、話者の感情、破局のパ ター ン、歌詞の時間的方

向性、季節、などである。時間的方向性 とは、歌詞の内容が過去に向か うのか未来 に向か うのか、 とい

った観点で、筆者が独 自に判定 したものである。モチーフの値域 としては表1に 示す ものを設 定 し、値

が 「恋愛」の場合には、恋愛の進行過程を 「恋愛フェーズJ項 で表2に 示す ようにさらに細分 してみた。

モチーフ

恋愛若者
・希望の旅立ち

若者 ・悲壮決別の旅立
若者 ・苦悩悲哀放浪
若者 ・友情激励慰め若者
・多感な青春

肉親への思い
女性賛美
反戦
世直し
悲観
コミカル
郷愁
若い日の思い出
若い日への悔恨
旅情
失意
その他

表1　 ニュー ミュージックの

　　　モチーフ

恋　フェーズ

人恋 し届
かぬ思い
恋の始まり
恋愛賛歌
日常的愛情風景
やり直し
愛する決意
包容 ・誘導
逃避的愛刹那的愛

相手の心不明傷付け合う愛

別れの予感別れ
の瞬間

別れの直後
別れと見送り
別れと再出発
初な恋思い出す
後日思い出す再生を願う

再会
その他

表2　 恋愛フェーズ
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　すなわち、

特定の相手がいない 「人恋 しさ」の状態(例 えば 「秋で もないのに」「あなた」)か ら、

片思いなどの 「届かぬ思い」　 (「待つわ」「恋の予感」「大きなたまねぎの下で」な ど)を 経て、

「恋の始ま り」　 (「シルエ ッ ト・ロマンス」「メイン ・テーマ」「シーズン ・イ ン ・ザ ・サン」)に 至 り、

恋愛 を謳歌する 「恋愛賛歌」　 (「 白いギター」「RIDE　ON　TIME」「世界でいちばん熱い夏」)の 段階に入 る。

恋愛途中には、

「包容 ・誘導」　 (「愛 を止めないでJ「守ってあげたい」)

「逃避的愛」　 (「黒の舟唄」「闇夜 の国か らJ「ドラマテ ィック ・レイ ン」)

「刹那的愛」　 (「 きみの朝」「みんなの うた」)

「傷つけ合 う愛」　 (「青春時代」)

な ど色々な愛の形がある。

　 また、心が一度離れた後 「や り直 し」を決意 した り(「 人生の空か ら」「ガラスのPALMTREE」)、

過 去 と決別 して現在の恋人を 「愛す る決意」 を表明する歌(「 アメリカン ・フィー リング」「安奈」)

もある。 しか し、人の心を繋 ぎ止 めることは難 しく、

「別れの予感」　 (「心もよう」「追伸」「君は天然色」)を 経て、

「別れの瞬間」　 「別れの直後」　 (「順子」「恋人よJ「愛はかげろう」「涙の リクエス ト」)

と言 った破局を迎える。ただ し、必ず しも皆が愁嘆場を演 じる訳ではな く、

鷹揚に相手の去 る姿を 「見送 る」者あれば(「 フレン ド」「「夢をあき らめないで」)、

心機一転 「再出発」　 (「サボテンの花」「明日に向かって走れ」「シングル ・アゲイン」)

を健気に誓 う者 もある。時間がたてば余裕 をもって別れ を振 り返 る

「後 β思い出す」歌(「 想い出の渚」「12月 の雨」「ノ0サ イ ド」)

がある一 方で、未練た らた らと 「再生を願 う」もの(「 想い出まくら」「迷い道」「星空のデ ィスタンス」)、

またかっての恋人 とゆくりな くも 「再会」す る場面を歌 う歌 もある(「SWEET　 MEMORIES」 「駅」)。

　以上のよ うに、恋 の様 々な段階における心の機微 を描 く歌は数多 く、ニュー ミュージ ックに占め る

「恋愛」モノの比率は大 きい。 これ らの多 くは、夏に恋が生まれて秋に別れ冬 に思い出す 、と言 う決ま

り事か ら逸脱 しない。表3に 、以上の分類値を与えたデータベースの内容の一部を示 してお く。

3.全 体 の傾向

　 しか し、モチーフのすべてが恋愛 と言 うわけではなく、友情や若い 日々を懐古する歌 もある。そ こで、

ニュー ミュージ ックの時間的な変遷を捉えるために、次のよ うな5年 毎の区間、1965年 一1969年 の第1

期、1970年 一1974年 の第2期 、1975年 一1979年 の第3期 、1980年 一1984年 の第4期 、1985年 一1989年 の

第5期 に区切 り、発表年によって曲を各期間に割 り振ってマ クロな傾向を見ることにする。表4は 、ニ

ュー ミュージック全体の傾向を見たもので、数字は分類に対応する曲数、カ ッコ内は各期間の総 曲数を

母数 とす る比率を%で 示 したものである。

　 まず 目につくのは、英語の歌詞 を含んだ曲、恋愛をモチーフとす る曲、 さらに、映画 ・テ レビ ドラマ

主題歌やコマーシャル ・ソングと言 ったタイア ップ ・ソングが、年を追 う毎に増加 していることである。

モチーフの点か ら見れば、第1期 のフォー ク ・ソングにかな り見られた 「若者」モ ノは、 「ニュー ミュ

ージックJと い う呼称が登場 した第2期 以降減少 し
、 「恋愛」モ ノが主流 を占めて第4、5期 には9割

近 くに達 してお り、ニュー ミュージ ックのほ とん どが恋愛をテーマ とする状況である。
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表3-1　 デ ータベー スの一部
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表3-2　 デ ー タベースの一部
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　こうした状況と呼応して、歌詞に友人や肉親など恋愛対象以外の人物が登場する曲の比率も急減して

いる。　 「若者モノ」に見られるような人間的な広がりがなく、 「恋愛モノ」では、恋愛フェ0ズ がハッ

ピィな状況では、僕と君、わたしとあなた、など二人だけの世界が歌われ、二人g時 空間距離が開いた

状況では、あいつ ・あの娘 ・あの人などの表現で相手を参照し、他の人物は眼中にないわけである。

　 「恋愛モノ」が大勢を占める状況は歌詞の時間的方向性にも反映されていて、第1期 には 「若者」モ

ノが支える 「未来指向」の曲が 「過去指向」を上回っていたが、その後 「恋愛」モノの歌う 「過去指向」

が 「未来指向」を圧倒する。 しかし、面白いことに第5期 には再び 「未来指向」が 「過去指向」を上回

っているが、これは後述するように恋愛モノのうちで 「未来指向」が増加したことによると思われる。

ただし 「過去指向」とは、歌詞が過去だけまたは現在を参照しっっも主に過去に向かうもの、　「未来指

向」とは、過去や現在を参照するものも含むが主に未来に向かうものである。

時期

1965-1969

1970-1974

1975-1979

1980-1984

1985-1989

総数

42

82

77

64

37

英語歌詞
入り

0

2　(　2.4)

7　(　9.1)

26（ 21.7）

22　(59.5)

恋相手以外
の人物登場

16　(38.　U

fi　(　7.　3)

11(14.3)

2(　 3.　1)

0

N・映園タ

イアップ

1(2.4}

3　(　3.7)

fi　(　7.　8)

12(18.8>

16(43.2)

若者モノ

11(26.　 2)

11(13.4)

7(9.1)

fi　(　9.　4)

4　(10.8)

恋愛モノ

18　(42.9)

54　(65.9)

60　(77.9)

56　(87.5)

32　(86.5)

過去指向

11(26.2)

33　(40.2)

25　(32.5)

25　(39.1)

11(29.7)

未来指向

15　(35.7)

13　(15.9)

16　(20.8)

12　(18.8)

15　(4D.　5)

表4　 ニュー ミュージック全体の傾向:()内 は総数に対す る%を 示す

図1　 ニュー ミュー ジックの時間的方向性(移 動平均)

図2 景気動向の一致指数(出 典:経 済企画庁編 『グラフが語る日米の景気動向』平成6年11月 号)
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　この時間的方向性にっいて、もう少 し詳 しく見てみよ う。図1の 上段に示す のは、5年 間の期間につ

いて 「過去指向」 と 「未来指向Jの 曲数を集計 し、その期間の総曲数で除 した ものを中央の年の値 とし

て割 り当て るとい う、単純な移動平均法によって、1969年 か ら1989年 の 時間的方向性 の変化 を見たもの

である。図1下 段は、　 「未来指向」÷(「 未来指向」+「 過去指向」)　 の式によって求めた 「未来指

向の優勢度」の移動平均である。 この折れ線 グラフを見ると、未来指向が優勢な時期は1970年 頃 まで、

および1985年 以 降の時期であることが示 され、前述 のよ うな5つ の時間区切 りがほぼ妥当であることを

裏付けていると思われ る。

　こ うした変化 の背景 を探るヒン トを求めて、経済の動向を調べてみよ う。図2に は、水平の時間軸を

図1と 対応付けて描いた景気動向指数 を示す。景気動向指数は、景気 に敏感な経済指標 を選定 しそれ ら

の変化方向を合成することにより得 られ るが、一致指数が50%を 越 えている時には、上昇 してい る指標

が下落 している指標よ り多いことか ら景気上昇曲面にあると判断され る。 図2の ハ ッチングを施 した部

分が不景気の期間 とされる。振 り返ってみれば、1970年7月 までの 「い ざなぎ景気」の過熱を抑えるた

めの金融引き締 めによって生 じた1970年 後 半か ら1971年 い っぱいの不況、その間の1971年._の ドル ・

ショック、1973年10月 の第一次石油シ ョックが引き起 こした1974年 か ら1977年 にかけての断続的な不況、

1978年12月 の第二次石油 ショックに対応する金融引き締めか ら生 じた1980年 か ら3年 間にわたる戦後最

大の不況、1985年9月 のプラザ合意による円高不況、が思い起 こされ る3)。

　 図2と 図1の 未来優勢の変化 とを突き合わせてみると、不景気の時期 と未来指向の優勢度が低下す る

時期とがほぼ重なるように見える。 このことだけで、不景気の時期 には未来指向が弱まる、 と断言す る

ことは現時点では不可能であるが、今後の分析次第では、歌詞の時聞的方向性 と経済動向との相関につ

いて知見が得 られ る可能性 はあるだろ う。

4.恋 愛モ ノの傾向

　ニュー ミュー ジックの主なモチー フが恋愛であるので、以下では恋愛モノに注 目してみ よう。表5に

は、恋愛フェーズ、時間的方向性 、話者の感情の各分類項について主な値の変化 を示 した。恋愛 フ苫一

ズの点からは、恋愛賛歌 ・日常的愛情風景などハ ッピィな曲は第1期 か ら時代が下るにつれ漸減 してい

るのに対 し、別れの瞬間や別れの直後 を描 いたアンハ ッピィな曲は第2,3、4期 に多い。 また、この

3つ の時期には 「過去指向』がf未 来指向」を上回 っている し、話者の感情の点か ら見て も 「未練 ・淋

時期

1965-1969

1970-1914

1975-1979

1980-1984

1985-1989

総数

18

54

60

56

32

恋愛7ヱ ーズ

恋愛賛歌・

日常的

愛情風景

6　(33.3)

16　(29.6)

13　(21.1)

7　(12.5)

6　(18.8}

別れの瞬間
別れの直後

Zc>〉.ｻ

5(　 9.3)

20　(33.3)

10(17.9)

i(3.1)

　後日

思い出す

zc>〉.　n

13　{24.1)

8　{13.3)

6(10.7)

2(　 6.3)

時間的方向性

過去指向

8　(ﾘ.　 4)

25　(46.3)

19(31.1)

25　(ﾘ.　 6)

1　O　t31.3)

未来指向

3　(16.7)

6(11.1)

10　(16.7)

9(16.　 1)

13　(40.6)

話者の感情

未 練 ・淋 し

さ・悲 しさ

3　(16.7)

18　(33.3)

20　(33.3)

14　(25.0)

3　(　9.4)

懐か しさ

6　(33.3)

6(11.1)

5　(　8.3)

5　(　8.9)

4　(12.5)

表5　 「恋愛モノ」の傾向;()内 は総数に対する%を 示す
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しさ ・悲 しさ」が強い。 ところが第5期 には別れそのものを歌 う曲が減少 し、話者の感情 も 「懐か しさ」

が主流 とな り、未 来指 向が過去指向を上回 るとい う変化 を示す。図3に は、図1と 同 じ方法 で求めた

「恋愛モノ」の時間的方向性の時間変化を示す。

　表5を 見 ると、　 「恋愛モノ」の時間変化は、第1期 は過去指向が多いものの悲 しみの少ない時期、第

2、3、4期 は過去指向が極 めて強 くまた悲嘆の感情が激 しい時期、第5期 は感情がマイル ドになると

ともに未来指向の大きい時期、の3つ の傾向に大別できそ うである。あるいは、第2、3、4期 は別れ

の表現がステ レオ ・タイプであったが、第5期 には恋愛の機微 を描 く曲が増えた、と言えるのかも知れ

ない。例 えば、別れていく相手の生き方を認めて送 り出す、という心に余裕のある別れを描 く 「別れ と

見送 り」 フェーズの歌が、第5期 には多 く見 られる(表3-2参 照)。 また、表6に 示す ように、第4、

5期 には、男が振 られ るパ ターンが増加 している。 この ように、第4期 以降には、恋愛の風景が多様化

していると言えそ うである。

　 これ らが、経済動向、社会情勢や風俗、 ミュージシャンや周辺スタッフの世代交代、な どの現象 とど

のように関連 してい るのか も興味深い考察課題である。例えば、1981年5月 開始 『俺たちひ ょうきん族』 、

1982年10月 開始 『笑っていいとも』、1985年4.月 開始 『タケシの元気が出るテ レビ』な ど一連の元気印

のテ レビ番組、1988年7-9月 放 映 『抱きしめたい』に始まる トレンディー ドラマが描 く恋愛風景、1989

年2月 開始 『いかすバ ン ド天国』がきっかけ と言われ る若い ミュージシャンの台頭、な どは、ニュー ミ

ュージックの描 く世界に大きな影響 を与えていることが予想される。

図3　 「恋愛モノ』の時間的方向性(移 動平均)

表6　 「恋愛モノ」における

　　　　　　　振 られる男女

時期

1965-1969

1910-1914

1975-1979

1980-1984

1985-1989

総数

18

54

60

56

32

男が振ら

れる・裏

切られる

0

1

1

11

4

女が振ら

れる・裏

切られる

0

1

3

5

0



5,お わ りに

　本稿で試みた分析は、デ0タ ソ0ス が限 られたものである上に、恋愛経験が豊富 とは言い難い男であ

る筆者の独断によるモチーフ分析 に基づいてお り、歌に描かれた微妙な恋心を捉えきってはいまい。ま

た、世相 ・風俗や経済現象 との相 関にっいての分析 も不十分である。今後は、悉皆的なデ0タ 収集 、海

外ポップスか らの影響への 目配 り、若い女性の 目によるモチー フの見直 し、 ミュージシャンの世代の分

析、 ミュー ジシャン同士の影響、 さらに、メロデ ィ0の コー ド進行の分析などを含 めて考察を深 め、別

の機会に報告 したい。
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